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(1)連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 税引前中間純利益
当社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期中間期 1,514,749 9.1 135,604 8.0 140,394 △7.7 110,300 △2.9

2024年3月期中間期 1,388,470 2.9 125,546 3.9 152,074 17.4 113,560 19.3

(注)中間包括利益 2025年3月期中間期 23,695百万円(△91.9％) 2024年3月期中間期 292,512百万円(17.6％)

基本的1株当たり当社株主に
帰属する中間純利益

希薄化後1株当たり当社株主に
帰属する中間純利益

円 銭 円 銭

2025年3月期中間期 91.61 91.51

2024年3月期中間期 94.36 94.24

総資産 資本合計(純資産) 株主資本 株主資本比率

百万円 百万円 百万円 ％

2025年3月期中間期 4,893,993 3,160,940 3,156,879 64.5

2024年3月期 4,783,460 3,173,315 3,169,247 66.3

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

 2024年3月期 － 70.00 － 80.00 150.00

 2025年3月期 － 30.00

 2025年3月期(予想) － 30.00 60.00

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 税引前当期純利益
当社株主帰属
当期純利益

１株当たり
当社株主に
帰属する
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,150,000 6.4 315,000 13.8 325,000 2.4 250,000 2.7 207.50

1. 2025年3月期第2四半期(中間期)の連結業績(2024年4月1日～2024年9月30日)

(注)2024年4月1日付で普通株式1株につき3株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、

「基本的1株当たり当社株主に帰属する中間純利益」及び「希薄化後1株当たり当社株主に帰属する中間純利益」を算定しております。

(2)連結財政状態

(注)資本合計（純資産）は、P.8の連結貸借対照表の純資産合計を読み替えております。

2. 配当の状況

(注)直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

(注)2024年3月期 期末配当金の内訳 普通配当 70円00銭 創立90周年記念配当 10円00銭

(注)2024年4月1日付で普通株式1株につき3株の割合で株式分割を行っております。2024年3月期については、当該株式分割前の実際の配当金の額

を記載しております。

3. 2025年3月期の連結業績予想(2024年4月1日～2025年3月31日)

(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
(注)「1株当たり当社株主に帰属する当期純利益」の算定上の基礎となる期中平均株式数については、2024年9月30日現在の発行済株式数（自己株

式数を除く）を使用しております。



① 期末発行済株式数(自己株式を含む)  2025年3月期中間期 1,243,877,184株  2024年3月期 1,243,877,184株

② 期末自己株式数  2025年3月期中間期 39,084,326株  2024年3月期 39,809,292株

③ 期中平均株式数(中間期)  2025年3月期中間期 1,203,114,891株  2024年3月期中間期 1,202,721,519株

※ 注記事項

(1)当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

(2)簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用： 無

(3)会計方針の変更

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ： 無

② ①以外の会計方針の変更                  ： 無

(4)発行済株式数(普通株式)

(注)2024年4月1日付で普通株式1株につき3株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定

して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」、及び「期中平均株式数」を算定しております。

※ 第2四半期(中間期)決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお

り、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の

前提となる条件等については、添付資料P.5「1.当中間期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さ

い。



1.　当中間期決算に関する定性的情報…………………………………………………………………… P.2

(1)　 経営成績に関する説明………………………………………………………………………… P.2

(2)　 財政状態に関する説明………………………………………………………………………… P.4

(3)　 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明…………………………………………… P.5

2.　サマリー情報（注記事項）に関する事項…………………………………………………………… P.6

(1)　 当中間期における連結範囲の重要な変更…………………………………………………… P.6

(2)　 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用………………………………………………… P.6

(3)　 会計方針の変更………………………………………………………………………………… P.6

3.　継続企業の前提に関する重要事象等………………………………………………………………… P.6

4.　中間連結財務諸表……………………………………………………………………………………… P.7

(1)　 中間連結貸借対照表…………………………………………………………………………… P.7

(2)　 中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書………………………………………… P.9

（中間連結損益計算書)……………………………………………………………………… P.9

【中間連結会計期間】………………………………………………………………………… P.9

【第２四半期連結会計期間(3ヶ月)】……………………………………………………… P.10

（中間連結包括利益計算書）………………………………………………………………… P.11

【中間連結会計期間】………………………………………………………………………… P.11

【第２四半期連結会計期間(3ヶ月)】……………………………………………………… P.11

(3)　 中間連結キャッシュ・フロー計算書………………………………………………………… P.12

(4)　 中間連結財務諸表に関する注記事項………………………………………………………… P.13

（継続企業の前提に関する注記）…………………………………………………………… P.13

（セグメント情報）…………………………………………………………………………… P.13

1) 中間連結会計期間……………………………………………………………………… P.13

2) 第2四半期連結会計期間（3ヶ月）…………………………………………………… P.14

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)…………………………………… P.15

（重要な後発事象)………………………………………………………………………… P.15

［目次］

- 1 -

富士フイルムホールディングス(株) (4901) 
2025年3月期　第2四半期（中間期）決算短信



（単位：億円）

2025年3月期
中間期

2024年3月期
中間期

増減額 増減率

国内売上高 33.3％ 5,048 36.1％ 5,011 37 0.7 ％

海外売上高 66.7％ 10,100 63.9％ 8,874 1,226 13.8 ％

売上高 100.0％ 15,147 100.0％ 13,885 1,263 9.1 ％

営業利益 9.0％ 1,356 9.0％ 1,255 101 8.0 ％

税金等調整前中間純利益 9.3％ 1,404 11.0％ 1,521 △117 △7.7 ％

当社株主帰属中間純利益 7.3％ 1,103 8.2％ 1,136 △33 △2.9 ％

為替レート（円／米＄） 152円 142円 10円

為替レート（円／Euro） 166円 153円 13円

(単位：億円)

セグメント
2025年3月期

中間期
2024年3月期

中間期
増減額 増減率

ヘルスケア 4,720 4,482 238 5.3 ％

エレクトロニクス 2,178 1,618 560 34.6 ％

ビジネスイノベーション 5,677 5,593 84 1.5 ％

イメージング 2,572 2,192 380 17.4 ％

連結合計 15,147 13,885 1,263 9.1 ％

(単位：億円)

セグメント
2025年3月期

中間期
2024年3月期

中間期
増減額 増減率

ヘルスケア 222 418 △196 △46.9 ％

エレクトロニクス 396 198 198 99.9 ％

ビジネスイノベーション 253 319 △66 △20.8 ％

イメージング 662 495 167 33.8 ％

全社費用等 △177 △175 △2 －

連結合計 1,356 1,255 101 8.0 ％

1.当中間期決算に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する説明

　当社グループの2025年3月期中間連結会計期間における連結売上高は、メディカルシステム、半導体材

料、イメージング等を中心に売上を伸ばし、1兆5,147億円（前年同期比9.1％増）となりました。

　営業利益は、1,356億円（前年同期比8.0％増）となりました。税金等調整前中間純利益は、投資有価

証券評価損益の減少等により1,404億円（前年同期比7.7％減）、当社株主帰属中間純利益は1,103億円

（前年同期比2.9％減）となりました。当中間連結会計期間の円為替レートは、対米ドルで152円、対ユ

ーロで166円となりました。

【事業セグメント別の売上高】

【事業セグメント別の営業利益】

※第1四半期連結会計期間より、グラフィックコミュニケーション事業をエレクトロニクス(旧マテリアルズ)セグメント

からビジネスイノベーションセグメントへ変更しております。また、それに伴いセグメント単位での一体運営が進んだ状

態を鑑み、各セグメントの売上高及び営業利益をセグメント間取引消去後の金額に変更しております。前年同期について

も、上記の変更後の区分方法により作成したものを記載しております。
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「ヘルスケア部門」

　ヘルスケア部門の連結売上高は、4,720億円（前年同期比5.3％増）となりました。

　当部門の営業利益は、222億円（前年同期比46.9％減）となりました。

　メディカルシステム事業では、内視鏡やCT・MRI、対外診断（IVD）等の分野で販売が好調に推移した

ことにより、売上が増加しました。X線画像診断分野では、日本におけるデジタルマンモグラフィ撮影装

置「Amulet SOPHINITY」及び「Amulet ELITE」の販売伸長に加え、日本・欧州を中心とした、契約率向

上による保守サービス事業の拡大等により、売上が増加しました。医療IT分野では、医用画像情報シス

テム（PACS）「SYNAPSE」や3D画像解析システム「SYNAPSE VINCENT」を中心としたシステム・サービス

販売が米国・欧州・インド等で好調に推移したものの、電子カルテ・レセプト関連事業を2023年10月に

譲渡した影響で、売上が減少しました。超音波診断分野は、POC(Point of Care)向け超音波診断装置を

中心とした米国での販売が堅調に推移し、他地域の落ち込みをカバーしたことで、前年同期並みの売上

となりました。内視鏡分野では、日本・米国・欧州をはじめとする主要市場で販売が伸長し、売上が増

加しました。日本では、画像処理エンジンを一新し高画質を追求したフラッグシップモデル「ELUXEO 

8000システム」を2024年5月に発売し、売上拡大に寄与しました。体外診断（IVD）分野では、血液生化

学検査「富士ドライケム」機器・スライドの販売が好調に推移したことにより、売上が増加しました。

CT・MRI画像診断分野では、米国・欧州・中南米を中心に販売が伸長したこと等により売上が増加しまし

た。

　バイオCDMO事業では、抗体医薬品の製造受託が堅調に推移し、売上が増加しました。抗体医薬品の旺

盛な製造委託ニーズを受け、2024年4月には、FUJIFILM Diosynth Biotechnologiesの北米拠点に約12億

ドルの大規模投資を行い、新たに20,000リットルの動物細胞培養タンク8基を導入することを発表しまし

た。当社は、高い成長を続けるバイオ医薬品市場に対して、生産プロセスの開発受託に加え、小規模生

産から大規模生産、原薬から製剤・包装の受託等、お客様のニーズに一貫して応えられる体制を整備

し、事業の成長を一段と加速していきます。

　ライフサイエンス事業では、創薬支援向け細胞・培地・試薬の販売、iPS細胞治療薬の開発受託が安定

して推移し、売上が増加しました。

　医薬品事業では、COVID-19 国産ワクチンの治験薬受託製造が寄与するも、前年同期に特許ライセンス

収入を計上した反動で、売上が減少しました。

　コンシューマーヘルスケア事業では、2024年3月に発売した化粧品「ASTALIFT WHITE　ADVANCED 

LOTION」「ASTALIFT WHITE ADVANCED CREAM」 の販売が伸長しましたが、その他の化粧品、及び市場全

体が停滞したサプリメントの販売減少等により、事業全体では売上が減少しました。

　CRO事業では、当社独自のiPS 細胞技術や AI 技術を活用し、新たな医薬品のシーズ探索や有効性・安

全性評価等のサービス提供を進めています。

「エレクトロニクス部門」

　エレクトロニクス部門の連結売上高は、2,178億円（前年同期比34.6％増）となりました。

　当部門の営業利益は、396億円（前年同期比99.9％増）となりました。

　半導体材料事業では、先端向けが牽引する半導体市場の市況回復に加え、2023年10月に米国Entegris

社から買収を完了した半導体用プロセスケミカル事業が寄与したことで、売上が増加しました。2024年9

月には、静岡と大分にある開発・生産拠点において、約200億円の設備投資を行い、先端半導体材料の開

発・生産・品質評価等の設備を増強することを発表しました。今後も積極的な成長投資を継続し、当社

ワンストップソリューションによる高品質材料の安定生産や強固なグローバル供給体制を構築していき

ます。

　2024年6月に、ディスプレイ材料事業、産業機材事業、ファインケミカル事業を統合し、アドバンスト

ファンクショナルマテリアルズ事業部を設立したのに伴い、当該事業をAF事業として開示しています。

AF事業では、人材、ビジネス資産を一元化し、近接領域での相乗効果を創出、また、事業・市場軸で各

グループが持つコア技術・ビジネス構築力の知識・知見の共有により市場開拓力を強化・向上させてい

きます。当期は、OLED向け反射防止材料の受注好調等により、売上が増加しました。

「ビジネスイノベーション部門」

　ビジネスイノベーション部門の連結売上高は、5,677億円（前年同期比1.5％増）となりました。

　当部門の営業利益は、253億円（前年同期比20.8％減）となりました。

　ビジネスソリューション事業では、DX関連ソリューションの販売が増加したこと等により、売上が増
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(単位：億円)

2025年3月期
中間期

2024年3月期
中間期

増減

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,050 1,454 595

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,746 △1,879 △867

財務活動によるキャッシュ・フロー 816 726 90

加しました。

　オフィスソリューション事業では、欧米向け小型プリンターのうち、低採算品種の販売を終了したこ

と等により、売上が減少しました。2024年9月には、米国で現地大手販売代理店との協業により、オフィ

ス向けデジタルカラー複合機の販売を10月より開始することを発表しました。また、業務ソリューショ

ンとの連携を強化し、オフィスのDXを支援するA3デジタルカラー複合機「Apeos」シリーズ3機種10商品

を、10月に発売することを発表しました。複合機が入出力ポータルとしての役割となり、複合機と各種

クラウドサービスを連携させることで、さまざまな業務における電子データの活用や共有を促進し、中

堅・中小企業等、オフィスのDXを支援していきます。

　グラフィックコミュニケーション事業では、刷版材料分野における北米を中心とした販売伸長、デジ

タル印刷分野におけるプロダクションプリンターの欧米向け販売伸長、インクジェット分野におけるイ

ンクジェットヘッドの販売伸長等により、売上が増加しました。

「イメージング部門」

　イメージング部門の連結売上高は、2,572億円（前年同期比17.4％増）となりました。

　当部門の営業利益は、662億円（前年同期比33.8％増）となりました。

　コンシューマーイメージング事業では、インスタントフォトシステムinstaxの販売が好調に推移し、

売上が増加しました。2024年9月には、スマートフォンの画像をカードサイズのチェキフィルムにプリン

トできるスマホプリンター“チェキ”「instax mini Link 3」を発売しました。当社は今後も、“撮っ

たその場で、すぐにプリントが楽しめる”インスタントフォトシステムinstaxの世界を広げていきま

す。

　プロフェッショナルイメージング事業では、デジタルカメラの販売が好調に推移し、売上が増加しま

した。2024年6月には、ミラーレスデジタルカメラ「GFXシリーズ」の最新モデル「FUJIFILM GFX100S 

II」、及び「Xシリーズ」の最新モデル「FUJIFILM X-T50」と、レンズ2本を発売しました。今後も、

「GFX シリーズ」ではラージフォーマットによる圧倒的高画質を、「X シリーズ」では画質とサイズの

ベストバランスを実現し、デジタルカメラユーザーや映像業界に魅力的な製品を提供していきます。ま

た、シネマライクな映像表現と放送用ズームレンズ「Duvoシリーズ」から、同シリーズ3本目で初の広角

ズームレンズとなる「FUJINON HZK14-100mm」を9月に発売しました。

(2）財政状態に関する説明

　2025年3月期中間期末は、有形固定資産等の増加により、前期末（2024年3月31日）に比べ、資産が

1,105億円増の4兆8,940億円となりました。負債は1,229億円増の1兆7,331億円となりました。株主資本

は124億円減の3兆1,569億円となりました。この結果、流動比率は前期末に比べ0.1ポイント増の

135.2％、負債比率は4.1ポイント増の54.9％、株主資本比率は1.8ポイント減の64.5％となりましたが、

資産の流動性及び資本構成の安定性をともに維持しております。

【キャッシュ・フローの状況】

　2025年3月期中間連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、受取債権の減少等によ

り、2,050億円の収入となりました。投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の購入等によ

り、2,746億円の支出となりました。この結果、営業活動によるキャッシュ・フローと投資活動によるキ

ャッシュ・フローを合計したフリー・キャッシュ・フローは、△696億円となりました。財務活動による

キャッシュ・フローは、長期債務による調達により、816億円の収入となりました。

　現金及び現金同等物の2025年3月期中間期末残高は、前期末（2024年３月31日）に比べ74億円増加し、

1,871億円となりました。
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(単位：億円)

前回発表予想(A)
(2024年8月7日発表)

今回修正予想
(B)

増減額
(B－A)

増減率
（％）

(参考)前期実績
(2024年3月期)

売上高 31,500 31,500 － － 29,609

営業利益 3,150 3,150 － － 2,767

税金等調整前

当期純利益
3,300 3,250 △50 △1.5% 3,173

当社株主帰属

当期純利益
2,500 2,500 － － 2,435

一株当たり

当社株主帰属

当期純利益

207.63円 207.50円 △0.13円 △0.1% 202.29円

ROE（％） 7.8 7.8 － － 8.2

ROIC（％） 5.4 5.4 － － 5.6

為替レート

（円／米＄）
148円 149円 1円 － 145円

為替レート

（円／Euro）
162円 163円 1円 － 157円

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

（2025年3月期の連結業績予想）

　2025年3月期業績は、為替差損や投資有価証券評価損等、営業外費用の増加を織り込み、連結業績予想

を修正します。連結売上高は3兆1,500億円（前回予想から変更なし）、営業利益は3,150億円（前回予想

から変更なし）、税金等調整前当期純利益は3,250億円（前回比1.5％減）、当社株主帰属当期純利益は

2,500億円（前回予想から変更なし）を予想しております。

　通期での対米ドル円為替レートを149円、対ユーロ円為替レートを163円で想定しております。
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2. サマリー情報（注記事項）に関する事項

(1) 当中間期における連結範囲の重要な変更

　該当事項はありません。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

(3) 会計方針の変更

　該当事項はありません。

3. 継続企業の前提に関する重要事象等

　該当事項はありません。
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単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　 科目

2025年3月期中間
連結会計期間末

2024年9月30日現在

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
2024年3月31日現在

増減
（△は減少）

［資産の部］

流動資産

現金及び現金同等物 187,120 179,715 7,405

受取債権

営業債権 596,611 674,112 △77,501

リース債権 36,012 39,248 △3,236

関連会社等に対する債権 2,537 2,397 140

信用損失引当金 △17,253 △19,172 1,919

617,907 696,585 △78,678

棚卸資産 575,976 547,803 28,173

前払費用及びその他の流動資産 160,086 150,525 9,561

流動資産 合計 1,541,089 1,574,628 △33,539

投資及び長期債権

関連会社等に対する投資及び貸付金 40,981 40,771 210

投資有価証券 75,144 83,458 △8,314

長期リース債権 51,045 55,296 △4,251

その他の長期債権 46,129 30,537 15,592

信用損失引当金 △1,827 △2,185 358

投資及び長期債権 合計 211,472 207,877 3,595

有形固定資産

土地 112,556 113,350 △794

建物及び構築物 816,796 818,610 △1,814

機械装置及びその他の有形固定資産 1,614,564 1,611,452 3,112

建設仮勘定 859,606 685,176 174,430

3,403,522 3,228,588 174,934

減価償却累計額 △1,848,663 △1,832,853 △15,810

有形固定資産 合計 1,554,859 1,395,735 159,124

その他の資産

オペレーティング・リース使用権資産 91,000 100,094 △9,094

営業権 933,262 953,835 △20,573

その他の無形固定資産 165,931 178,335 △12,404

その他 396,380 372,956 23,424

その他の資産 合計 1,586,573 1,605,220 △18,647

 資産 合計 4,893,993 4,783,460 110,533

4.中間連結財務諸表

(1)中間連結貸借対照表
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単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　 科目

2025年3月期中間
連結会計期間末

2024年9月30日現在

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
2024年3月31日現在

増減
（△は減少）

［負債の部］

流動負債

社債及び短期借入金 274,462 317,103 △42,641

支払債務

営業債務 267,012 262,752 4,260

設備関係債務 114,351 82,421 31,930

関連会社等に対する債務 1,410 1,305 105

382,773 346,478 36,295

未払法人税等 36,048 47,947 △11,899

未払費用 237,196 251,205 △14,009

短期オペレーティング・リース負債 28,166 32,589 △4,423

その他の流動負債 181,184 170,519 10,665

流動負債 合計 1,139,829 1,165,841 △26,012

固定負債

社債及び長期借入金 345,290 185,716 159,574

退職給付引当金 18,647 21,055 △2,408

長期オペレーティング・リース負債 66,812 72,223 △5,411

その他の固定負債 162,475 165,310 △2,835

固定負債 合計 593,224 444,304 148,920

負債 合計 1,733,053 1,610,145 122,908

［純資産の部］

株主資本

資本金 40,363 40,363 －

普通株式

発行可能株式総数 2,400,000,000株

発行済株式総数   1,243,877,184株

利益剰余金 2,814,882 2,741,416 73,466

その他の包括利益累積額 356,769 443,619 △86,850

自己株式 △55,135 △56,151 1,016

株主資本 合計 3,156,879 3,169,247 △12,368

非支配持分 4,061 4,068 △7

純資産 合計 3,160,940 3,173,315 △12,375

 負債・純資産 合計 4,893,993 4,783,460 110,533

2024年9月30日現在 2024年3月31日現在
増減

（△は減少）

為替換算調整額 378,421 465,118 △86,697

年金負債調整額 △21,671 △21,497 △174

デリバティブ未実現損益 19 △2 21

 (注)その他の包括利益累積額 内訳
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単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　 科目

2025年3月期中間

連結会計期間

自　2024年 4月 1日

至　2024年 9月30日

2024年3月期中間

連結会計期間

自　2023年 4月 1日

至　2023年 9月30日

増減

（△は減少）

増減額 増減率

％ ％ ％

売上高 100.0 1,514,749 100.0 1,388,470 126,279 9.1

売上原価 59.0 893,111 59.8 830,083 63,028 7.6

売上総利益 41.0 621,638 40.2 558,387 63,251 11.3

営業費用

販売費及び一般管理費 26.7 405,395 25.6 354,420 50,975 14.4

研究開発費 5.3 80,639 5.6 78,421 2,218 2.8

32.0 486,034 31.2 432,841 53,193 12.3

営業利益 9.0 135,604 9.0 125,546 10,058 8.0

営業外収益及び費用(△)

受取利息及び配当金 7,025 5,970 1,055

支払利息 △4,275 △3,862 △413

為替差損益・純額 △1,017 4,651 △5,668

持分証券に関する損益・純額 △4,026 14,838 △18,864

その他損益・純額 7,083 4,931 2,152

0.3 4,790 2.0 26,528 △21,738 △81.9

税金等調整前中間純利益 9.3 140,394 11.0 152,074 △11,680 △7.7

法人税等 2.0 29,921 2.9 40,868 △10,947 △26.8

持分法による投資損益 0.0 327 0.0 1,454 △1,127 △77.5

中間純利益 7.3 110,800 8.1 112,660 △1,860 △1.7

控除:非支配持分帰属損益 0.0 △500 0.1 900 △1,400 －

 当社株主帰属中間純利益 7.3 110,300 8.2 113,560 △3,260 △2.9

(2)中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）

【中間連結会計期間】
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単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　 科目

2025年3月期第2四半期

連結会計期間

自　2024年 7月 1日

至　2024年 9月30日

2024年3月期第2四半期

連結会計期間

自　2023年 7月 1日

至　2023年 9月30日

増減

（△は減少）

増減額 増減率

％ ％ ％

売上高 100.0 765,734 100.0 727,711 38,023 5.2

売上原価 59.1 452,638 59.4 432,498 20,140 4.7

売上総利益 40.9 313,096 40.6 295,213 17,883 6.1

営業費用

販売費及び一般管理費 26.0 199,335 25.0 182,101 17,234 9.5

研究開発費 5.3 40,350 5.5 39,783 567 1.4

31.3 239,685 30.5 221,884 17,801 8.0

営業利益 9.6 73,411 10.1 73,329 82 0.1

営業外収益及び費用(△)

受取利息及び配当金 2,823 2,279 544

支払利息 △2,223 △1,705 △518

為替差損益・純額 △5,632 2,422 △8,054

持分証券に関する損益・純額 △3,444 3,626 △7,070

その他損益・純額 3,711 2,826 885

△0.6 △4,765 1.3 9,448 △14,213 －

税金等調整前四半期純利益 9.0 68,646 11.4 82,777 △14,131 △17.1

法人税等 2.3 17,422 3.3 24,229 △6,807 △28.1

持分法による投資損益 △0.2 △1,303 0.0 737 △2,040 －

四半期純利益 6.5 49,921 8.1 59,285 △9,364 △15.8

控除:非支配持分帰属損益 0.0 △351 0.0 △137 △214 －

 当社株主帰属四半期純利益 6.5 49,570 8.1 59,148 △9,578 △16.2

【第2四半期連結会計期間(3ヶ月)】
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単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　 科目

2025年3月期中間

連結会計期間

自　2024年 4月 1日

至　2024年 9月30日

2024年3月期中間

連結会計期間

自　2023年 4月 1日

至　2023年 9月30日

増減
（△は減少）

中間純利益 110,800 112,660 △1,860

その他の包括利益(△損失) －税効果調整後

為替換算調整額 △86,952 179,696 △266,648

年金負債調整額 △174 266 △440

デリバティブ未実現損益 21 △110 131

合計 △87,105 179,852 △266,957

中間包括利益 23,695 292,512 △268,817

控除:非支配持分帰属中間包括損益 △245 4,860 △5,105

 当社株主帰属中間包括利益 23,450 297,372 △273,922

（中間連結包括利益計算書）

【中間連結会計期間】

単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　 科目

2025年3月期第2四半期

連結会計期間

自　2024年 7月 1日

至　2024年 9月30日

2024年3月期第2四半期

連結会計期間

自　2023年 7月 1日

至　2023年 9月30日

増減
（△は減少）

四半期純利益 49,921 59,285 △9,364

その他の包括利益(△損失) －税効果調整後

為替換算調整額 △229,282 38,551 △267,833

年金負債調整額 195 244 △49

デリバティブ未実現損益 16 △289 305

合計 △229,071 38,506 △267,577

四半期包括利益(△損失) △179,150 97,791 △276,941

控除:非支配持分帰属四半期包括損益 149 △173 322

 当社株主帰属四半期包括利益(△損失) △179,001 97,618 △276,619

【第2四半期連結会計期間(3ヶ月)】
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単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　 科目

2025年3月期中間

連結会計期間

自　2024年 4月 1日

至　2024年 9月30日

2024年3月期中間

連結会計期間

自　2023年 4月 1日

至　2023年 9月30日

増減
（△は減少）

Ⅰ.営業活動によるキャッシュ・フロー

1．中間純利益 110,800 112,660 △1,860

2．営業活動により増加した純キャッシュへの調整

(1) 減価償却費 78,232 71,792 6,440

(2) 持分証券に関する損益 4,026 △14,838 18,864

(3) 持分法による投資損益(受取配当金控除後) △4 △955 951

(4) 資産及び負債の増減

受取債権の減少 69,255 25,962 43,293

棚卸資産の増加(△) △38,624 △15,904 △22,720

営業債務の増加・減少(△) 8,253 △6,996 15,249

前払費用及びその他の流動資産の増加(△) △7,335 △2,536 △4,799

未払法人税等及びその他負債の減少(△) △7,117 △14,286 7,169

(5）その他 △12,528 △9,478 △3,050

小計 94,158 32,761 61,397

営業活動によるキャッシュ・フロー 204,958 145,421 59,537

Ⅱ.投資活動によるキャッシュ・フロー

1. 有形固定資産の購入 △236,164 △192,140 △44,024

2. ソフトウェアの購入 △31,131 △21,178 △9,953

3. 投資有価証券の売却及び満期償還 4,600 6,759 △2,159

4. 投資有価証券の購入 △430 △709 279

5. 定期預金の増加(△)・減少(純額) △112 2,785 △2,897

6. 関連会社投融資及びその他貸付金の増加 － △84 84

7. その他 △11,363 16,619 △27,982

投資活動によるキャッシュ・フロー △274,600 △187,948 △86,652

Ⅲ.財務活動によるキャッシュ・フロー

1. 長期債務による調達額 200,000 － 200,000

2. 長期債務の返済額 △31,154 △31,895 741

3. 満期日が3ヵ月以内の短期債務の増加・減少(△)(純額) △52,469 199,689 △252,158

4. 親会社による配当金支払額 △32,108 △28,077 △4,031

5. 非支配持分への配当金支払額 △30 △12,334 12,304

6. 自己株式の取得及び売却 △10 △14 4

7. 非支配持分との資本取引 △671 △57,886 57,215

8. その他 △1,958 3,109 △5,067

財務活動によるキャッシュ・フロー 81,600 72,592 9,008

Ⅳ.為替変動による現金及び現金同等物への影響 △4,553 23,510 △28,063

Ⅴ.現金及び現金同等物純増加 7,405 53,575 △46,170

Ⅵ.現金及び現金同等物期首残高 179,715 268,608 △88,893

Ⅶ.現金及び現金同等物中間期末残高 187,120 322,183 △135,063

(3)中間連結キャッシュ・フロー計算書
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(4)中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　 科目

2025年3月期中間

連結会計期間

自　2024年 4月 1日

至　2024年 9月30日

2024年3月期中間

連結会計期間

自　2023年 4月 1日

至　2023年 9月30日

増減

（△は減少）

増減額 増減率

売上高 ： ％ ％ ％

ヘルスケア 31.2 472,042 32.3 448,218 23,824 5.3

エレクトロニクス 14.4 217,832 11.6 161,841 55,991 34.6

ビジネスイノベーション 37.5 567,677 40.3 559,253 8,424 1.5

イメージング 16.9 257,198 15.8 219,158 38,040 17.4

連結 合計 100.0 1,514,749 100.0 1,388,470 126,279 9.1

単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　 科目

2025年3月期中間

連結会計期間

自　2024年 4月 1日

至　2024年 9月30日

2024年3月期中間

連結会計期間

自　2023年 4月 1日

至　2023年 9月30日

増減

（△は減少）

増減額 増減率

営業利益 ： ％ ％ ％

ヘルスケア 4.7 22,212 9.3 41,827 △19,615 △46.9

エレクトロニクス 18.2 39,601 12.2 19,809 19,792 99.9

ビジネスイノベーション 4.5 25,276 5.7 31,900 △6,624 △20.8

イメージング 25.7 66,187 22.6 49,461 16,726 33.8

計 153,276 142,997 10,279 7.2

全社費用等 △17,672 △17,451 △221 －

連結 合計 9.0 135,604 9.0 125,546 10,058 8.0

ヘルスケア ： メディカルシステム機材、バイオ医薬品製造開発受託、

細胞・培地・試薬等の創薬支援材料、医薬品、化粧品・サプリメント等

エレクトロニクス ： 半導体材料、ディスプレイ材料、産業機材、ファインケミカル等

ビジネスイノベーション ： ソリューション・サービス、デジタル複合機、

グラフィックコミュニケーションシステム機材、インクジェット機材等

イメージング ： インスタントフォトシステム、カラーフィルム、

写真プリント用カラーペーパー・サービス・機器、デジタルカメラ、光学デバイス等

（セグメント情報）

1)中間連結会計期間

①事業別セグメント情報

【売上高】

【営業利益】

※第1四半期連結会計期間より、グラフィックコミュニケーション事業をエレクトロニクス(旧マテリアルズ)セグメン

トからビジネスイノベーションセグメントへ変更しております。また、それに伴いセグメント単位での一体運営が進んだ

状態を鑑み、各セグメントの売上高及び営業利益をセグメント間取引消去後の金額に変更しております。前年同期につい

ても、上記の変更後の区分方法により作成したものを記載しております。

(注)各区分に属する主要な製品の名称
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単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　 科目

2025年3月期中間

連結会計期間

自　2024年 4月 1日

至　2024年 9月30日

2024年3月期中間

連結会計期間

自　2023年 4月 1日

至　2023年 9月30日

増減

（△は減少）

増減額 増減率

売上高 ： ％ ％ ％

国内 33.3 504,798 36.1 501,100 3,698 0.7

海外 ：

米州 20.4 309,302 22.0 305,166 4,136 1.4

欧州 16.7 253,587 14.3 198,011 55,576 28.1

アジア及びその他 29.6 447,062 27.6 384,193 62,869 16.4

計 66.7 1,009,951 63.9 887,370 122,581 13.8

連結 合計 100.0 1,514,749 100.0 1,388,470 126,279 9.1

単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　 科目

2025年3月期第2四半期

連結会計期間

自　2024年 7月 1日

至　2024年 9月30日

2024年3月期第2四半期

連結会計期間

自　2023年 7月 1日

至　2023年 9月30日

増減

（△は減少）

増減額 増減率

売上高 ： ％ ％ ％

ヘルスケア 31.7 242,852 33.1 241,389 1,463 0.6

エレクトロニクス 14.2 108,706 11.4 82,731 25,975 31.4

ビジネスイノベーション 37.6 287,661 39.8 289,663 △2,002 △0.7

イメージング 16.5 126,515 15.7 113,928 12,587 11.0

連結 合計 100.0 765,734 100.0 727,711 38,023 5.2

ヘルスケア ： メディカルシステム機材、バイオ医薬品製造開発受託、

細胞・培地・試薬等の創薬支援材料、医薬品、化粧品・サプリメント等

エレクトロニクス ： 半導体材料、ディスプレイ材料、産業機材、ファインケミカル等

ビジネスイノベーション ： ソリューション・サービス、デジタル複合機、

グラフィックコミュニケーションシステム機材、インクジェット機材等

イメージング ： インスタントフォトシステム、カラーフィルム、

写真プリント用カラーペーパー・サービス・機器、デジタルカメラ、光学デバイス等

②所在地別セグメント情報

【海外売上高(仕向地ベース)】

(注)【海外売上高(仕向地ベース)】は、取引先の所在地により区分し、表示しております。

2) 第2四半期連結会計期間(3ヶ月)

【事業セグメント別売上高】

※第1四半期連結会計期間より、グラフィックコミュニケーション事業をエレクトロニクス(旧マテリアルズ)セグメン

トからビジネスイノベーションセグメントへ変更しております。また、それに伴いセグメント単位での一体運営が進んだ

状態を鑑み、各セグメントの売上高及び営業利益をセグメント間取引消去後の金額に変更しております。前年同期につい

ても、上記の変更後の区分方法により作成したものを記載しております。

(注)各区分に属する主要な製品の名称
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単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　 科目

2025年3月期第2四半期

連結会計期間

自　2024年 7月 1日

至　2024年 9月30日

2024年3月期第2四半期

連結会計期間

自　2023年 7月 1日

至　2023年 9月30日

増減

（△は減少）

増減額 増減率

売上高 ： ％ ％ ％

国内 34.7 265,679 36.0 262,060 3,619 1.4

海外 ：

米州 20.1 153,784 21.8 158,648 △4,864 △3.1

欧州 15.7 119,858 14.9 108,085 11,773 10.9

アジア及びその他 29.5 226,413 27.3 198,918 27,495 13.8

計 65.3 500,055 64.0 465,651 34,404 7.4

連結 合計 100.0 765,734 100.0 727,711 38,023 5.2

【海外売上高(仕向地ベース)】

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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